
北九州市 副市⻑ 梅本 和秀

TOTO 新日鉄住金 安川電機

北九州地域の代表的企業

三菱化学 トヨタ自動車

・日産自動車

関門海峡たこ合馬のたけのこ

若松特選トマト

小倉牛

豊前海一粒かき

豊かな自然やブランド食材

カルスト台地・平尾台 若松北海岸

人口：985,000人(2013年）

面積：487.88Km2

GDP：352百億円(2008年)

三菱マテリアル

アジアに近く自然豊かなものづくりの街として発展

熊本市
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深刻な公害の克服

1960年代 現 在
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ＯＥＣＤグリーン成長北九州レポート
（右: OECD事務次長よりレポートを受け取る ）

２０１３年１０月１８日
ＯＥＣＤグリーンシティ・プログラム北九州レポート発表記念会議を開催

OECD グリーン成長都市に

OECDストックホルム国際会議「都市とグリーン成⻑ 都市⾰新」
（ ２０１３ 年５⽉２３⽇, ストックホルム）
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北九州市新成⻑戦略

北九州市新成⻑戦略の策定

産･学･官･⺠による新成⻑戦略の推進

＜成果⽬標＞

平成２７年度まで

○新たな雇⽤創出 ８，０００⼈

【⽬標像】新たな技術と豊かな⽣活を創り出すアジアの先端産業都市

平成３２年度まで

○市内総⽣産（名⽬） ４兆円
○市⺠所得 政令市中位

⾼付加価値ものづくりクラスターの形成⾼付加価値ものづくりクラスターの形成

国内潜在需要に適応したサービス産業振興国内潜在需要に適応したサービス産業振興

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ需要を取り込むﾋﾞｼﾞﾈｽ拠点の形成ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ需要を取り込むﾋﾞｼﾞﾈｽ拠点の形成

地域エネルギー拠点の形成地域エネルギー拠点の形成

地域企業が元気に活動し続ける環境整備地域企業が元気に活動し続ける環境整備

＜５つの⽅向性＞

5

新たな技術と豊かな生活を創り出すアジアの先端産業都市

ロボット

産業

環境

産業

自動車

産業

高齢者・人口減社会を支
えるロボット産業拠点

低炭素、資源問題を解
決する環境産業拠点

低炭素社会をリードする
次世代自動車産業拠点

 グローバルトップ産業を目指した
海外展開促進

 パッケージ型インフラの海外展開
促進

物 流

高付加価値ものづくりクラスターの基盤

エネルギー

下支え

項 目 目 標

・自動車組立工場
・環境配慮型部品供給
・水素ステーション
・人材育成

・工場立地
・部品供給基地化
・新たに3箇所設置
・専門人材育成約200人

・産業用ロボット
・導入支援センター
・研究・開発、人材育成
・安川電機ロボット村

・売上額25％拡大
・導入企業18社
・専門人材育成120人
・まちのブランド化

・次世代資源循環型産業
・都市鉱山・油田対応

・さらなる拠点化
・小型電子機器800ｔ

海外展開

 国際分業・国際資源循環の推進

【目標】新たな雇用創出７００人（～平成27年度）
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北九州ロボットフォーラムの取組ロボット産業振興会議（福岡県、福岡市と共同事務局） 連携

ロボット産業振興会議（2003年6⽉設⽴）

⽬標

北九州ロボットフォーラム（2006年3⽉設⽴）

⽬標 北九州市にロボット産業クラスターを形成し、
「ロボット都市・北九州」を実現。

ロボット産業振興の取組み

新たな先端成⻑産業であるロボット関連産業の創出

⽴位保持歩⾏訓練 深部静脈⾎栓予防

医療・福祉関連環境・計測関連

ハイブリッド型⾶⾏体

FAISロボット開発⽀援部による研究開発⽀援

管渠検査ロボット「もぐりんこ」 7

50km
70km

30km

ダイハツ九州

大分（中津）工場
46万台/年

同社の国内最大拠点

戦略車ｲｰｽが好調

マツダ

防府工場
48万台/年

トヨタ自動車九州

苅田工場
(ｴﾝｼﾞﾝ工場)

22万基/年

・北九州市の近隣には自動車生産拠点が集積
・背後圏に２００万台を超える生産能力
・生産台数：2008年 96万台→2012年度 142万台

トヨタ自動車九州

宮田工場
43万台/年

2012年7月レクサスES300h

生産開始

ダイハツ九州

久留米工場
(ｴﾝｼﾞﾝ工場) 21.6万基/年

工場増強決定により、

生産力1.5倍に

トヨタ自動車九州

小倉工場
(ハイブリッド・ユニット工場)

⾃動⾞産業の集積

日産自動車九州工場
53万台/年

2012年7月、追浜から移管の

小型車ノート生産開始

日産車体九州
12万台/年

2012年6月、湘南から移管の

キャラバン生産開始 8



あ

レアメタル等の新しいリサイクル分野での技術や社会システム等を確⽴し、拠点化する

⼩型電⼦機器 ＰＶパネル リチウムイオン電池

国内・アジア
からの広域収集
体制を確⽴

資源となる廃棄物等の回収

北九州市内で⼯場を
拡⼤。⽇本初の本格的
レアメタル回収事業に
着⼿（H24年4⽉）

分別・中間処理

レアメタル等資源の回収・確保／リサイクル技術・社会システム確⽴製品に利⽤

効果的な
社会システム

づくり

製錬・リユース

次世代資源循環型産業拠点の形成
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北九州スマートコミュニティ創造事業

２０１０年４月、経済産業省「次世代エネルギー・社会システム実証地域」に
全国４箇所のうちの１つとして選定

新ｴﾈﾙｷﾞｰ等新ｴﾈﾙｷﾞｰ等

スマートビル スマートマンション

送電線網

水素ネットワーク

風力発電

天然ガスコジェネ

次世代サービスステーション

太陽光電池

インターネット網

スマートスクール

スマートメーターの
大量導入

地域節電所

副生水素

燃料電池
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物流拠点化
本市の優位性

豊富な産業⽤地

陸・海・空の充実した物流基盤

■北九州空港
２４時間運⽤の海上空港

◆北九州貨物ﾀｰﾐﾅﾙ駅
全国と結ばれる貨物拠点駅

マリナクロス新⾨司

北九州空港跡地
産業団地

響灘臨海⼯業団地

⻄⽇本最⼤級の
国内フェリー航路

豊富な国際コンテナ航路
★北九州港
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地域エネルギー拠点化

地域
エネルギー
マネジメント

太陽光発電

風力発電

高効率
石炭火力

高効率
LNG火力

バイオマス
火力

工場

工場

事務所

公共施設

工場

工場

安定・安価で賢い
エネルギー網の構築

再生可能
エネルギー、

基幹エネルギー
の創出拠点の

形成

省エネルギー
（ネガワット）の

推進

世界をリードするビジネス環境

・本市は、「北九州市地域エネルギー拠点化推進事業」を実現することで、2030年頃には、世界をリー

ドするビジネス環境を整えていく。

低炭素で安定・安価なエネルギー拠点の形成を目指す
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地域エネルギー拠点化

北九州市は、エネルギー問題を
解決する受け皿として国内有数の適地です
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相⼿のニーズに応じて、技術やノウハウ等を組み合わせ、パッケージ化

廃棄物処理・
リサイクル
処理施設

インフラ輸出先の電気・⽔・
資源・公害情報・交通データ

◆北九州モデルの例北九州市の
エコタウン

上下⽔処理技術
ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ

公害防⽌技術(CP)

都市環境インフラの
パッケージ化

海外展開
（パッケージのセット、要素）

官⺠連携による
知識の構造化

浄水場

都市環境インフラのパッケージ輸出
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グリーンシティの輸出（インドネシア・スラバヤ市）
廃棄物処理

スラバヤ市から廃棄物処理計画策定の支援要請。ま
た、㈱西原商事が廃棄物からの資源物回収とウエス
トピッカーの生活改善に関する事業を検討。(外務
省・ODAを活用した中小企業等の海外展開支援事業)

排水処理（河川の浄化）
グンディ地区を中心とするカリマス川支流の排水
管理に関するマスタープランを策定し、モデルコ
ミュニティーにおいて、住民管理による分散型の
簡易排水処理を普及拡大さ
せるとともに、中規模処理
施設を建設・管理運営する
事業を実施中。(ＪＩＣＡ
草の根技術協力事業）

太陽光発電・小型脱塩浄水装置による

飲用水供給事業
電気･水道等インフラ未整備地域で、東レ㈱及び
水道機工㈱が太陽電池と脱塩機能を有する浄水装
置（ＲＯ膜）を用い、清浄な飲用水を安価に供給
する。スラバヤ市に飲用
水供給装置の製作及メンテナ
ンス拠点を構築する。
(ＪＩＣＡ･ＢＯＰ事業)

CO2削減の定量化
手法の調査

スラバヤ市で行う事業に
ついて、削減可能なCO2
量の定量化手法を検討す
る。（IGES）

水道水の浄化
井戸水の浄化システムで実績のある㈱いしかわエン
ジニアリングが水道水（飲料不可）を浄化できる給
水機をコミュニティ
に設置し、安心・安
全な水を提供する事
業を検討中(ＪＩＣＡ
・ＢＯＰ事業)

経済産業省「インフラ・システム輸出促進調査事業」

コジェネレーション（蒸気＋電気供給）＆省エネ事業
スラバヤ工業団地：ＳＩＥＲ

八幡東田スマートコミュニティ事業の技術・ノウハウの輸出
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１ 公害克服から環境配慮型都市に至る経験を提供
公害克服から環境配慮型都市に至るまでの技術・ノウハウ、インフラ整備、こ

れらを活かした効率的な都市づくりを提供

２ 民間企業の最先端技術を提供
エコタウン、スマートコミュニティ、ウォータープラザなどに代表される民間企業

の豊富な最先端技術を提供

３ 北九州市が中心となり全体を管理
政府機関等からの信頼が厚い北九州市が中心となって全体調整を実施。

○廃棄物問題
○水問題
○ｴﾈﾙｷﾞｰ問題
○大気汚染など

○現状把握
○ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ協議
○ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ作成

○運営主体の検討

○政府機関との協議
○事業化検証
○資金の検討

○運営主体の設立
（SPC等）

○施設建設
○事業開始

調査・計画 事業化検討 事業化課 題

＜北九州モデルを活用した都市ソリューションの提供＞

＜北九州モデル活用のメリット＞

◎北九州モデルを活用して、総合的な都市ソリューションを提供
◎官民が連携して都市環境インフラを整備し、グリーンシティを実現

○検証体制の確立

○環境、経済、社会
面での効果を検証

グリーンシティ

北九州市
（都市づくりの経験を提供）

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ／専門家
（専門的ﾉｳﾊｳの提供）

民間企業
（現地での事業実施）

政府機関等
（政府ﾚﾍﾞﾙでの協力）

＜北九州モデル＞

「環境配慮型都市づくりの経験」＋「最先端の民間技術」＝「総合的な都市ソリューション」

総合的な都市ソリューションを提供するための構造化された知識データベース

北九州市モデルの活用

市民、NPO、企業、行政などとの
認識共有を促し、関係者が一体
となり、同じ目的意識を持ちなが
ら、まちづくりを推進
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世界の持続可能な社会の実現に向けて

出典：新日鐵住金 施設は現在非公開

近代化産業遺産に向けて （日本の暫定世界文化遺産）

–九州・山口の近代化産業遺産群 : 八幡製鉄所

八幡製鐵所旧鍛冶工場（1900年竣工）八幡製鐵所旧本事務所（1899年竣工

1901年に操業を開始した八幡製鐵所
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ご清聴ありがとう
ございました
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